平成２８年度　第一回常任幹事会
議事録
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日時：平成２８年２月９日（火）　１８：３５～２０：１５
場所：日本武道館大会議室
出席者：佐藤成明会長　廣永茂樹　戸賀崎正道　栗原正治副会長
　　　　内田康介卒業生幹事長・総務委員長　吉村哲夫卒業生総務副委員長　
藤野靖太郎　篠京之卒業生総務委員
　　　　吉田臣吾卒業生財務委員長　坂西貴司卒業生財務副委員長
　　　　前田勝卒業生事業委員長　辻村弘毅卒業生事業副委員長　
　　　　金成増彦　竹村慎也　谷秀俊　市村麻美子卒業生事業委員
　　　　浅野誠一郎卒業生指導委員長　緒方和彦　内野尚美卒業生指導委員
香田郡秀卒業生・副幹事長審判委員長　林田光弘卒業生審判副委員長　
　　　　宇賀神良博　大山孝治卒業生審判委員
　　　　内藤常男卒業生監事
　　　　

学生出席者：古川圭太学生幹事長　野平真柚子学生女子幹事長・指導委員長
　　　　　　齋藤浩也学生総務委員長　岡田和真学生財務委員長　　
森瑛磨学生事業委員長　水元光正学生審判委員長　　
大田尚奈　横田龍之介学生総務委員　
　　　　　　野地正護学生財務委員　高橋悠太郎学生審判委員　　

　　
定刻、内田卒業生幹事長が開会を宣した後、佐藤会長の挨拶があり、次いで新卒業生常任幹事自己紹介の後、本日の議事を進行した。

【報告事項】
1.平成２８年度役員一覧
　齊藤学生総務委員長より、配付資料に基づき、平成２８年度役員一覧の発表がなされた。また内田卒業生幹事長より、平成２８年度専門委員会の委員長推薦専門委員について、指導委員会専門委員に鍋山隆弘先輩（筑波・H4年卒）、審判委員会専門委員に井島章先輩（日本体育・S55年卒）が専門委員委員長より推薦された旨説明があり、これを承認した。また、平成28年度より、本連盟専門委員会内規に基づき、東京都学生剣道クラブの評議員として内田卒業生幹事長が、監事として内藤卒業生監事が新たに加わる旨説明があり、これを承認した。

2.平成２８年度事業計画（案）
　森学生事業委員より、配付資料に基づき、平成２８年度関東学生剣道連盟・全日本学生剣道連盟事業計画（案）の報告がなされた。また廣永副会長より、全日本優勝大会は１０月９日で国体と同日程であるが、国体と重ならない日程に設定できなかったのかという質疑に対し、内田卒業生幹事長より、会場施設エディオンアリーナ大阪〈旧大阪府立体育会館〉の都合で１０月９日しか使用許可が下りなかったとの説明がなされた。また全日本では全日本優勝大会の開催日程について早めに各加盟大学に通知する方針であるとの説明がなされた。

3.各委員会昨年度の反省・抱負
　齊藤学生総務委員長より、配付資料に基づき、総務委員会平成２７年度反省開会式並びに平成２８年度抱負の報告がなされた。
　次いで岡田学生財務委員長より、配付資料に基づき、財務委員会平成２７年度反省並びに平成２８年度抱負の報告がなされた。財務委員会の反省点について、廣永副会長より、過剰振込のについてどのような類いの振込ミスが多いのかとの質疑があり、これに対し岡田学生財務委員長より、部員登録費の勘違いによる振込みミスが最も多く、次いでプログラム購入代の振込ミスが多いとの説明がなされた。また、内藤卒業生監事より、仮払いの対策について具体的に説明し、全日財務との確認を密にすべきとの指摘があり、これに対し岡田学生財務委員長より、従来よりも仮払い時の記入項目を追加したこと、全日との確認を密にするとの説明がなされた。
　次いで森学生事業委員長より、配付資料に基づき、事業委員会平成２７年度反省並びに平成２８年度抱負についての報告がなされた。反省点について、内田卒業生幹事長より、大会の国歌について前日リハーサル時のみならず当日の確認を必ずするという指摘がなされた。また、戸賀崎副会長より、日韓親善試合等の文集原稿を帰りの飛行機内で選手に書かせてはどうかという提案がなされ、今後事業委員会で検討していくこととなった。
　次いで、野平学生指導委員長より、配付資料に基づき、指導委員会平成２７年度反省及び平成２８年度抱負の報告がなされた。
　次いで水元学生審判委員長より、配付資料に基づき、審判委員会平成２７年度反省及び平成２８年度抱負の報告がなされた。審判委員会の反省点について、戸賀崎副会長より、女子新人戦の審判員過剰招集は試合場数の勘違いによるものであった旨説明がなされた。
　
4.監督懇話会について
　野平学生指導委員長より、配布資料に基づき、平成２８年度関東学生剣道連盟監督懇話会議事録（案）の確認がなされた。
次いで森学生事業委員長より、配付資料に基づき、監督懇話会事前意見調書の全日本出場決定戦（団体戦）の方法、女子新人戦の２部制についての説明がなされた。また内田卒業生幹事長より、この女子新人戦2部制については、事業委員会が中心となって３年から５年のデータを取った上で動向を見極め、判断をする方針であるという補足説明がなされた。

　
5.平成２８年度第１１回関東学生剣道セミナーについて
野平指導委員長より、配付資料に基づき、平成２８年度第１１回関東学生剣道セミナー日程表（案）、卒業生役員出席一覧、参加者名簿、参加状況についての説明がなされた。


6.平成２８年度日韓学生剣道親善試合について
　森学生事業委員長より、配付資料に基づき、平成２８年度日韓交流学生剣道親善試合実施要項（案）の説明がなされた。内田卒業生幹事長より、日程については１１月５日から６日を韓国側に希望しており、この期間で決定すれば会場は筑波大学になる予定である。また監督は、原則として２年連続で就任をお願いするとの補足説明がなされた。また香田卒業生審判委員長より監督・助監督・審判員はどの委員会で候補を選出するのかとの質疑がなされ、これに対し、内田卒業生幹事長より、監督・助監督については事業委員会で、審判員については審判委員会で候補を選出するとの説明がなされ、審判長については開催国側から立てられ、審判員について日本側から８段３名、韓国側から７段以上３名の計６名が選出される。また、日本側の1名は関東学連剣友連合会からの推薦であるとの補足説明がなされた。

　
7.平成２８年度業務工程表について
  齊藤学生総務委員長より、配付資料に基づき、平成２８年度各委員会業務内容及び工程表の説明がなされた。


8.平成２８年度全日・「第一回理事会・第一回常任理事会」報告
　内田卒業生幹事長より、配付資料に基づき、任期満了に伴う平成２８・２９・３０年度全日本学生剣道連盟役員・平成２８年度全日本学生剣道連盟学生役員の報告がなされた。今回の役員改選の結果、副会長の人数が５名から３名に変更されたとの補足説明がなされた。
　次いで内田卒業生幹事長より、配付資料に基づき、平成２８年度全日本学生剣道連盟専門委員会名簿・業務内容の報告がなされ、学生役員に加えて総務委員会に伊藤圭祐（一橋・2年）、財務委員会のに喜田輝詩（早稲田・2年）が補助委員として活動するとの補足説明がなされた。
　次いで内田卒業生幹事長より、配付資料に基づき、全日本学生剣道連盟【不祥事防止ガイドライン】がまとめられ、この後、各地域連盟を通じて、各加盟大学へ通知され、周知徹底される旨説明がなされた。
　次いで野地学生財務委員より、配付資料に基づき、大会参加費及び部員登録費改定について、過去4年間の決算状況により今後年間３００万円の赤字が見込まれるため、改善に向けて検討した結果、値上げすることになった旨説明がなされた。内田卒業生幹事長より、昨年の最終常任幹事会において、大会参加費のみを値上げして、部員登録費改定は段階的に検討することを関東連盟の意見としたが、全日では意見が二分し、将来の財政の安定を図るためには両方同時でないと難しいという意見が尊重された結果、両方の値上げに決定したとの補足説明がなされた。この後藤野卒業生総務委員より、全日本の各連盟ごとの加盟校数、登録人数を明示したほうがよいとの提言がなされた。

　
　
【審議事項】
1.春季二大会要項（案）・役員（案）について
 　 齊藤総務委員長より、配付資料に基づき、第６２回関東学生剣道選手権大会及び第４８回関東女子学生剣道選手権大会の大会要項（案）の説明がなされた。今回の大会要項（案）8.試合方法の（１）選手権＜全日本出場者＞ベスト３２に勝ち残った選手と全日本出場決定戦で勝ち残った２４名が２８名に、計５６名が計６０名に変更になったとの報告がなされた。また内田卒業生幹事長より、１０.大会申し合わせ事項（１）代理監督・監督代行について「監督代行」の文言を付け加えるということ、「②出場人数に応じて監督及び代理監督のほかに監督代行をおくことができる。」という文言を追記し、併せて、従来の監督代行IDカードの配布枚数を出場人数毎に各１枚ずつ増やすことの提案がなされ、異議なくこれを承認した。
　次いで「（３）登録選手の変更について、登録選手の変更は、抽選会の前日までに時間を決めて所定の選手変更届をもって認める」との文言を新たに付け加えることの提案がなされ、異議なくこれを承認した。　次いで齊藤学生総務委員長より、大会役員（案）の説明がなされ、これを承認した。
　

2.平成２８年度日中交流親善使節団について
　森学生事業委員より、配付資料に基づき、平成２８年度日中交流関東学生剣道連盟親善使節団実施要項（案）についての説明がなされた。また内田卒業生幹事長より、海外交流は日韓親善試合が日本開催の場合に行われ、交流先はヨーロッパ、アメリカ、アジアなど順番に回っており、今年はアジアを企画している。香田卒業生審判委員長を通じて、派遣先を中国の蘇州、上海を予定しているとの説明がなされ、この日中交流親善使節団派遣案について、異議なくこれを承認した。


3.平成２８年度各大会審判長及び東西対抗試合監督・助監督について
　水元学生審判委員長より、配付資料に基づき、全日本・関東各大会審判長一覧表並びに平成２８年度審判長・副審判長（案）の提案がなされ、異議なくこれを承認した。
　次いで水元学生審判委員長より、配付資料に基づき、全日本学生剣道東西対抗試合平成２８年度監督及び助監督（案）の提案がなされ、異議なくこれを承認した。加えて内田卒業生幹事長より、監督と助監督１名（女子）は関東連盟から選出し、もう１名の助監督については他連盟から選出するとの補足説明がなされた。


4.平成２９年度第１２回関東学生剣道セミナー開催日程（案）について
　野平学生指導委員長より、配付資料に基づき、平成２９年度第１２回間等学生剣道セミナー開催日程（案）についての説明がなされ、これを承認した。


　
5.その他
　今後の予定
　平成２８年５月２７日（金）１８：３０　第２回常任幹事会
平成２８年６月　２日（木）１８：３０　全日・選手権大会（男・女）実行委員会

　

最後に、佐藤会長より挨拶がなされた。
以上で本会議のすべての議事を終了し、閉会した。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議事録作成日：平成２８年２月９日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議事録作成者：学生総務委員　大田尚奈
議事録確認者：卒業生総務委員長　内田康介


